
パーソナルロボットの
基礎に関する最低限の
知識を有し、授業内容
を通じて人工知能の基
礎を理解して部分的に
活用することができ
る。

パーソナルロボットの
基礎に関する知識を有
しているとは言えず、
授業内容を通じて人工
知能の基礎を理解して
活用することができな
い。

パーソナルロボットと
IoTに対する探求・創
生能力を有していると
は言えず、問題解決能
力と実践的能力を発揮
することができない。

【教科書】

毎回レジュメ・資料を配布する。参考書・参考資料等は、授業中に指示する。                                                                                                                                                                                                                                        

【参考資料】

プリントを配布

【成績の評価方法・評価基準】

毎時、小テストを実施する。小テストは、その日の学習内容の理解度確認や、学習を踏まえて自分の考えや意見を問うものであり評価に反映
する。

パーソナルロボットと
IoTに対する深い探
求・創生能力を有し、
非常に高度な問題解決
能力と実践的能力を発
揮することができる。

パーソナルロボットと
IoTに対する深い探
求・創生能力を有し、
高度な問題解決能力と
実践的能力を発揮する
ことができる。

パーソナルロボットと
IoTに対する探求・創
生能力を有し、問題解
決能力と実践的能力を
発揮することができ
る。

パーソナルロボットと
IoTに対する探求・創
生能力を有し、最低限
の問題解決能力と実践
的能力を発揮すること
ができる。

産業用ロボットではなく、パーソナルロボット、福祉・医療分野やビジネス分野におけるロボットの現状や将来について学びます。IoT及び
パーソナルロボットから情報収集及びクラウド、情報保護について理解する

【到達目標】

A パーソナルロボットについての基礎的知識と理解　B 論理的・創造的思考力　Cパーソナルロボットにおける社会的倫理観  D パーソナル
ロボットの利活用についての知識とその理解、および活用能力  E パーソナルロボットtoIoTに関するの探求・創生能力、問題解決能力、お
よび実践的能力

【授業の注意点】

授業時数の４分の３以上出席しない者は定期試験を受験することができない。

評価基準＝ルーブリック

ルーブリック
評価

レベル５ レベル４ レベル３ レベル2 レベル１
要努力

パーソナルロボットの
専門に関する知識を有
しているとは言えず、
授業内容を通じてデー
タの専門を理解して活
用することができな
い。

到達目標
E

到達目標
D

パーソナルロボットの専
門を総合的に俯瞰した深
い知識を有し、授業内容
を通じデータの専門を十
分に理解して大いに活用
することができる。

パーソナルロボットの
専門を総合的に俯瞰し
た知識を有し、授業内
容を通じてデータの専
門を理解して活用する
ことができる。

パーソナルロボットの
専門に関する知識を有
し、授業内容を通じて
データの専門を理解し
て活用することができ
る。

パーソナルロボットの
専門に関する最低限の
知識を有し、授業内容
を通じてデータの専門
を理解して部分的に活
用することができる。

※種別は講義、実習、演習のいずれかを記入。

担当教員 小山　敬治 教員の実務経験 有 実務経験の職種 コンサルタント

【科目の目的】

産業用ロボッットとパーソナルロボットの違い、福祉・医療分野やビジネス分野におけるロボットの現状や将来について学習。IoT及びパー
ソナルロボットから情報収集及びクラウド、情報保護について理解する

【科目の概要】

科目名 パーソナルロボット 年度 2025

Personal Robot 学期 後期

単位数 2 種別※ 講義

英語科目名

学科・学年 ロボット科 ２年次 必／選 選３ 時間数 30

ふつう あと少し

パーソナルロボットに
ついての基礎的な知識
について、講義内容を
ほぼ理解していると認
められる。

パーソナルロボットに
ついての基礎的な知識
について、最低限の講
義内容を理解している
と認められる。

パーソナルロボットに
ついての基礎的な知識
について、講義内容を
理解しているとは認め
られない。

講義内容を通して、論
理的及び創造的な思考
をおこなうことができ
ると認められる。

講義内容を通して、最
低限の論理的及び創造
的な思考をおこなうこ
とができると認められ
る。

講義内容を通して、論
理的及び創造的な思考
をおこなうことができ
ていると認めらない。

優れている よい

到達目標
A

パーソナルロボットに
ついての基礎的な知識
について、講義内容を
超えた理解が認められ
る。

パーソナルロボットに
ついての基礎的な知識
について、講義内容を
十分理解していると認
められる。

講義内容を通して、非
常に高いレベルで論理
的及び創造的な思考を
おこなうことが十分で
きると認められる。

講義内容を通して、高
いレベルで論理的及び
創造的な思考をおこな
うことが十分できると
認められる。

到達目標
B

到達目標
C

パーソナルロボットの基
礎を総合的に俯瞰した深
い知識を有し、授業内容
を通じて人工知能の基礎
を十分に理解して大いに
活用することができる。

パーソナルロボットの
基礎を総合的に俯瞰し
た知識を有し、授業内
容を通じて人工知能の
基礎を理解して活用す
ることができる。

パーソナルロボットの
基礎に関する知識を有
し、授業内容を通じて
人工知能の基礎を理解
して活用することがで
きる。



回
数

評
価
方
法

自
己
評
価

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

3

3厚生労働省との連携

ロボットの安全認証

介護ロボット開発の進め
方

実例と活用例の理解

実例と活用例の理解

3

実例と活用例の理解

実例と活用例の理解

3

実例と活用例の理解

実例と活用例の理解

実例と活用例の理解

実例と活用例の理解

実例と活用例の理解

実例と活用例の理解

実例と活用例の理解

匿名加工情報の利活用

介護ロボットの概要

実例と活用例の理解

3実例と活用例の理解

実例と活用例の理解

英語表記

授業テーマ 各授業の目的 到達目標＝修得するスキル

1
産業用ロボットと
の違いパーソナル
ロボットとは

ロボットの種類　実在
しているパーソナルロ
ボットの理解

パーソナルロボットの種
類

実在するパーソナルロ
ボット

15
2030年代に向けた
技術の発展と実現
したい未来

2030年代に向けた技術
の発展と実現したい未
来の姿を知る

評価方法：1.小テスト、2.パフォーマンス評価、3.その他

3実例と活用例の理解

実例と活用例の理解

実例と活用例の理解

実例と活用例の理解

実例と活用例の理解

実例と活用例の理解

実例と活用例の理解

3

3

次世代人工知能・
ロボットの中核技
術開発

次世代人工知能・ロ
ボットの中核技術開発
を知る

革新的なロボットインテ
グレーション技術

2030年代に向けた新たな
構想

基本理念としての
「Change by TECH」

「インクルーシブ(包
摂)」の社会(人づくり)

実例と活用例の理解

実例と活用例の理解

実例と活用例の理解

革新的アクチュエーショ
ン技術

実現のための必要環境

AI導入例

AI導入後の再設計につい
て

導入運用実例

9

10
ロボット実装モデ
ル構築２

ロボット実装モデル構
築について知る２

11
Society5.0と第4
次産業革命

Society5.0と第4次産
業革命について知る

12

Society5.0実現に向
けた自動移動ロボッ
トプログラムとサー
ビスロボット

Society5.0実現に向けた
自動移動ロボットプログ
ラムとサービスロボット
について知る

13
中小企業を対象と
したAIの導入

中小企業を対象とした
AIの導入の手順と注意
点を知る

14

ロボット実装モデ
ル構築１

ロボット実装モデル構
築について知る１

3

3

3

3

人と強調する人工知能と
ロボット

実例と活用例の理解

実例と活用例の理解

実例と活用例の理解

ロボット実装モデル

ロボット実装モデル標準
化

ロボットとエレベータ及
び扉の連携

ロボットベンダーと施設
利用者の連携
Society 5.0を実現する
プラットフォームのイ
メージICTを最大限に活用し、
サイバー空間とフィジカ
ル空間(現実世界)とを融

実例と活用例の理解

実例と活用例の理解

ロボットなど第4次産業
革命の社会実装による
「Society5 0」の実現
サービスロボット

自律移動ロボットの必要
性

データ蓄積用サー
バとしてのクラウ
ド

利活用を知る

5

実証試験の重要性

ロボット革命

リスクアセスメントとは

ロボット導入における協
調領域

ロボットフレンドリー

リスク分析の手法
ロボット介護機器のリス
クアセスメント評価につ
いて

データベースとサーバ

データベース概要

サーバの仮想化とクラウ
ドの概念

個人情報保護法理解

個人情報、個人データ

ｘRについて

AR,MR,VRの利活用

実例と活用例の理解

実例と活用例の理解

実例と活用例の理解

実例と活用例の理解

6
厚生労働省におけ
る福祉用具・介護
ロボット開発

福祉用具・介護ロボッ
ト開発の手引きを知る

7
経済産業省におけ
るロボット介護機
器取組

福祉用具・介護ロボッ
ト開発の手引きを知る

実例と活用例の理解

実例と活用例の理解

8
リスクアセスメン
ト

リスクアセスメントに
基づく安全設計を知る

実例と活用例の理解

個人情報保護法と
利活用

個人情報保護と匿名加
工情報の利活用を知る

実例と活用例の理解

実例と活用例の理解

実例と活用例の理解

実例と活用例の理解

2
IoTによるフィー
ドバック

ロボットと人間の関係
が理解

IoTによる現実世界への
フィードバック

実例と活用例の理解

ロボットの種類 実例と活用例の理解

3

自己評価：S：とてもよくできた、A：よくできた、B：できた、C：少しできなかった、D：まったくできなかった

備考 等

3
ロボットを使用し
た位置情報

位置情報の活用とxR利
活用を知る

4

科目名 パーソナルロボット 年度 2025

Personal Robot 学期 後期

授業内容

産業用ロボットとパーソ
ナルロボット

3実例と活用例の理解

IoTとしてのロボット 実例と活用例の理解

位置情報の把握と活用 実例と活用例の理解

3
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